
「外」と「内」から見た学習支援センター

この ４ 月から学習支援センター
に異動になりました。学習支

援センターというと、修大基礎講座
のとりまとめ部局、秋入試で合格し
た高校生に対する入学準備学習、入

学後の学習相談などをする部署というくらいの知識しかな
く、具体的な業務はほとんどわからないまま、新年度の修
大基礎講座へと突入し、現在に至っています。　　

私 の中では、学習支援センターはまだ新しい部署とい
うイメージがありましたが、2005年に設置というこ

とですから、すでに15年が経過しようとしています。2005
年頃、私は学生課に勤務しており、成績が芳しくない学生
たちとの面談で、「勉強の仕方がわからないなら、学習支
援センターというところにアドバイザーの人がいるから、
相談に行くといいよ」などと学生に紹介をしていたように
思います。今、自分がその学習支援センターで働くとは、
そのころの自分は全く想像していませんでしたが、今回こ
の機会をいただき、今の自分が思う、学習支援センターに
ついて書いてみたいと思います。

３ 月まで勤務していた図書館では、修大基礎講座の部
局授業の １ コマで、「図書館活用法」の講義をしてい

ますし、英語リーダーズなどの資料の充実・提供、LSCド
キュメンタリーアワーの前後には、テーマに因んだミニ展
示なども行っていますので、図書館と学習支援センターは
関りの深い部署であるといえます。また、2015年度に受講
した国立情報学研究所主催の図書館職員を対象とした「学
術情報リテラシー教育担当者研修」の中で、他大学図書館
が行っている業務の紹介を聞いた際、たとえば大阪大学附
属図書館主催のスタディ・スキルセミナーや外国語会話サ
プリという講習会、筑波大学附属図書館のライティング支

援セミナーのレポート攻略術などの講習会など、「この業
務は、本学では学習支援センターが行っているなぁ」と思っ
たことを思い出しました。図書館では、図書館のあらゆる
資源を活用して問題を解決することができ、社会に出た後
も学び続けることができる人材を育成するための支援を行
うという目標をもって情報リテラシー教育に取り組んでい
ますが、本学では図書館だけではなく、学習支援センター
が、初年次教育を軸として、専門の学習アドバイザーを介
して、それをメインの業務として担うことにより、学生に
とってより身近で、より親密な距離感で、より効果的に行
えるよう取り組んでいるのだと思いました。学生に対する
ライティングサポートやスタディスキルの指導・支援だけ
ではなく、大学の学びや生活に戸惑う新入生が充実した大
学生活を送れるよう導き、さらに社会へとつなげる総合的
支援を行っている部署が学習支援センターであるのだと思
います。本学の学習支援センターが2005年に設置されたと
いうことは、かなり先駆的な取り組みであったのではない
かと思いますし、この15年で、多くの教職員の方々が試行
錯誤、ご苦労を重ねられ、少しずつ変化・改善されてきた
結果が今日の学習支援センターなのだと思います。

学 習支援センターは、教員との連携、各部署との連
携、学習ピアの皆さんのサポートなど、多くの人や

部署との関わりの中で成り立っており、それぞれの輪が重
なり合うことによって、はじめて形作られるものだと思い
ます。「初年次教育を通した自立的学習者の育成」という
学習支援センターの目指す目標は変わることはありません
が、時代の変化、学生の変化に伴い、今後も少しずつ変化
していく必要があると考えます。変えてはいけないもの、
変えていくべきものを見極めながら、一人でも多くの学生
が自立し、笑顔で社会に巣立っていくことができるよう努
めていきたいと思っています。今後とも皆様のご協力をど
うぞよろしくお願いいたします。

学習支援センター課長
冨永 あゆみ
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「楽しく読んで学ぶ英語 ― 多読学習のススメ ― 」
　 ４ 月16日に英語多読学習初心者の学生を対象に、英語多
読学習を紹介するワークショップを開講し、11名の学生が
参加しました。目的は「やさしい洋書を一冊読み切り、読
む楽しさを体感してもらうこと」で、洋書を読むことのハー
ドルを下げることをねらいとしました。講座では、最初に
ディスカッション形式で、英語学習が続かない要因を話し
合い、次にグレイテッド・リーダーズの “Weather Vane”
を参加者全員で輪読し、文脈からタイトルの “Weather 
Vane” とは何かを推測しました。最後に図書館 ３ 階の英語
リーダーズコーナーに移動し、参加した教員とともに自分
のレベルにあった本を選び、多読学習に親しんでもらいま
した。参加者から、難しい本を読まなくてもいいんだと新
しい発見があり、多読学習の意識に変化が見られました。

「TOEIC® L&R Test講座 ― ガイダンス編 ― 」
　 ４ 月18日に TOEIC® L&R Test を受験したことがない
学生に向けて、ガイダンス編の講座を開講し、27名が参加
しました。講座では、TOEIC の概要を説明し、 ７ つのす
べてのパートの問題演習を行うことで、試験の全体像を把
握してもらうことを目的としました。特に、自主学習が難
しいリスニング問題を中心に、問題の傾向を分析し、様々
な学習方法を紹介しました。また、リーディング問題では、
時間配分の重要性を伝え、単語の覚え方など、今後の学習
に役立ててもらえるような工夫をしました。参加者からは
「毎日リスニングのために英語で話しながら学習したい」
といった感想も聞かれ、TOEIC の難問に悪戦苦闘しなが
ら、粘り強く取り組む様子がうかがえました。（是澤）

「レポート作成 Start Up! 講座」
　 ４ 月25日に、レポートが何かよく分からず、漠然と不安
を抱いている １ 年生を対象に「レポート作成 Start Up! 講
座」を開催し、90名の学生が参加しました。本講座は、レ
ポートの概要を知り、また課題内容から教員の意図を読み
取り、どのようなレポートを書けば良いのか推測できるこ
とをねらいとしました。そこで、作文とレポートの違い、
課題内容とレポートの型、基本構成を知り、簡易的なアウ
トラインを作ることができるようになることと、参考文献・
引用のしかたや文体・表記のルールを学んでいきました。
参加者からは、「レポート課題がちょうど出ていて参考に
なった」「書けそうな気がしてきた」など、レポートに対
してイメージを持つことができ、前向きに取り組むきっか
けとなったようでした。（斉藤）

「試験対策 ― 論述問題講座 ― 」
　大学で初めての試験を迎える一年生向けに、論述型の試
験にどう取り組むかをテーマとしました。クオーター制を
とっている学部では ６ 月上旬に第一学期の試験が行われる
ことを考慮し、５ 月下旬の開催を設定しました。講座では、
専門用語を文章で説明できるようにしておくこと、パラグ
ラフ・ライティングを意識して文章構成すること、段落冒
頭の一字空けを忘れないなど文章の体裁を整えること、の
三点を強調しました。24名の参加があり、健康科学部と国
際コミュニティ学部からの参加が目立ちました。これまで
に論述の仕方をあまり習ってこなかったから自信をもって
試験に臨めそうだという声が聞かれ、いい準備になったよ
うです。（松村）

継続的な学習の流れをつくる
― ワークショップの動向とこれから ―

◦特集  LSC ワークショップ

学習アドバイザー　斉藤 幸一

１．2019年度前期 LSCワークショップ一覧と開催報告
　学習支援センターでは、初年次生を対象に、大学で学ぶために必要なスタディスキル全般や英語の講座を開催しています。
2019年度前期は、以下のとおり実施しました。

2019年度前期ワークショップ一覧
日時 タイトル

４ /11（木） 英語 Start Up!  講座 ― TOEIC Bridge® 編 ―

４ /16（火） 楽しく読んで学ぶ英語 ― 多読学習のススメ ―

４ /18（木） TOEIC® L&R Test 講座 ― ガイダンス編 ―

４ /25（木） レポート作成 Start Up! 講座

５ / ９（木） レポート講座 ― 資料を的確に読む技,論理的な文章を書く技 ―

５ /14（火） プレゼン入門 ― 授業でプレゼンするために ―

日時 タイトル

５ /16（木） 論述力アップ講座

５ /23（木） 試験対策 ― 論述問題講座 ―

６ /27（木） TOEIC® L&R Test 講座 ― 直前対策編 ―

７ / ８（月）〜 ７ /12（金） 試験準備ミニ講座

７ /25（木） レポート見直し Check Up! 講座
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２ ．ここ数年での変化
　LSC ワークショップは、ここ ３ 年間で65講座が開催さ
れ、約950名（延べ人数）の学生が参加しています。ここでは、
ここ数年での LSC ワークショップの変化を、テーマ設定・
参加人数・学生層の観点から見ていきます。
　まず、ワークショップで扱うテーマは、初年次教育を意
識するという点は変えていませんが、教員・他部局と連携
したもの、スタディグループの活動の質向上を視野に入れ
たものを加えるという変化がありました。従来からのテー
マの柱は、TOEIC・TOEIC Bridge・レポート・試験準備
です。それに加え、英語学習では、「多読マラソン」とい
う教員と図書館と連携した多読学習プログラムのワーク
ショップを2017年度より実施しています。また、学生主催
のスタディグループ「プレゼンマスターズ」の能力向上を
視野に入れ、初年次生にも授業で戸惑いやすいテーマとし
て、プレゼンテーションを扱うようになりました。
　ここ数年で、参加人数が大きく変化したタイトルが「レ
ポート作成 Start Up! 講座」と「試験準備ミニ講座」です。
「レポート作成 Start Up! 講座」は、2016年度から始め、
2016年度は33名、2017年度は29名、2018年度は108名でし
た。本年も90名の学生が参加し、参加人数が大幅に増えま
した。それに対し、「試験準備ミニ講座」は、大きく減少
しました。「試験準備ミニ講座」は、2005年度から実施し、
参加人数は2009年度以降約70名～110名と多くの学生が参
加してきました。しかし、2016年度は81名、2017年度は19
名、2018年度は21名と、2017年度から参加人数が激減しま
した。2017年度は、本学が部分的に ４ 学期制（ターム制）
を取り入れたため、 ７ 月上旬にはすでに学期末試験を終え
た学生もいたことが関わっていると推察されます。
　次に、学生層の変化としては、学年ではあまり変化が見
られませんでしたが、学科では、増減が顕著に出ているも
のがありました。2016年度から2018年度の学年別参加者の
割合をみると、１ 年生が77.５～83.２％であり、ワークショッ
プが初年次生を対象とした意図に沿っています。それに対
し、学科別参加者の割合（表 １ ）を見ると、英語英文学科
が増加し、教育学科・心理学科・人間環境学科が減少して
います。英語英文学科に関しては、レポートと多読学習の
ワークショップの参加人数が増えていました。特に多読学
習では、英語教員との連携が参加人数の増加につながって
います。教育学科・心理学科・人間環境学科の参加人数が
減少した理由は定かではありませんが、授業科目とワーク
ショップの時間帯が重なるという時間割の影響が大きいの
でないかと思います。

３ ．ワークショップ企画の工夫と効果
　現在、ワークショップは、「継続した学習の流れを作る
こと」を意識して企画しています。ワークショップの参加
をきっかけに、学習相談やスタディグループを利用するこ
とで学習習慣を身につけてもらおうというねらいがありま
す。ワークショップの開催日と内容では、入学直後で学習
意欲の高い ４ 月と ５ 月上旬にレポートや英語の基本的な講
座を多く実施しています。 ５ 月中旬以降では、一歩踏み込
んで論述力を磨いていく講座を、 ６ 月の １ 学期期末試験
（ターム制）・ ７ 月の TOEIC 学内試験・前期期末試験の前
には、それぞれの試験準備ができる講座をします。そのよ
うな中、今年度は、レポート講座以降にレポートに関する
学習相談が増えています。また、英語講座以降、毎週開催
される基礎英語・TOEIC のスタディグループでは、 ２ ～ ８
名の学生が学び合っています。このようにワークショップ
をひとつのきっかけに、日々の地道な学びにつなげていく
ことが、学生たちの力につながっていくものだと信じます。

４ ．今後の課題
　大きな課題としては、前期よりも後期に顕著に出る参加
人数の問題があります。参加者も後期は同じ顔ぶれが多い
ため、幅広い学生にいかに参加してもらうかが課題です。
このような現状は、学習支援に力を入れている他大学から
もよく耳にします。そこで、参加人数の増減のみに一喜一
憂するのではなく、やるべき周知活動を行い、ワークショッ
プの質を上げていこうと考えています。ワークショップの
質をあげることで質の高い教材開発にもなり、ハンドアウ
ト・学習相談・スタディグループなどの学習支援の質向上
につながります。今後、後期ワークショップの位置づけを
再検討しつつ、学習支援の質の向上を目指していきます。

2016 2017 2018
商 39 9.9% 22 12.7% 44 11.4%

経営 30 7.6% 11 6.4% 34 8.8%

社会学 18 4.6% 14 8.1% 28 7.2%

英語英文 33 8.4% 13 7.5% 62 16.0%

教育 21 5.3% 10 5.8% 1 0.3%

法律 45 11.5% 22 12.7% 49 12.7%

現代経済 27 6.9% 5 2.9% 23 5.9%

経済情報 18 4.6% 5 2.9% 26 6.7%

人間環境 53 13.5% 30 17.3% 29 7.5%

心理 50 12.7% 22 12.7% 16 4.1%

健康栄養 3 1.7% 0 0.0%

国際政治 59 15.0% 13 7.5% 43 11.1%

地域行政 27 7.0%

不明 0 0 3 1.7% 5 1.3%

合計 393 100.0% 173 100.0% 387 100.0%

表 １：2016－2018年度 LSC ワークショップ参加人数（学科別）
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　近年の大学教育の動向を概観すると、「AI（人工知能）」
と「トランジション（移行）」がキーワードになっている
ように思われます。2019年 ６ 月の大学教育学会は「高大接
続改革と大学教育」という統一テーマが立てられ、その
前年度は「AI 時代を生きるための教養教育」というテー
マのもとに行われました。また、京都大学高等教育研究開
発推進センターが主催する大学教育研究フォーラムでは、
2019年 ３ 月が「高校から大学、大学から大学院、大学から
社会人へのトランジション」、その前年度は「人工知能に
代替されない能力とその教育を考える」というテーマでし
た。AI とトランジションは多くの大学教育関係者にとっ
て避けられない課題となっていることは間違いないでしょ
う。
　まず、AI については近年の目覚ましい進歩が話題とな
り、様々な場面での活用が試みられていることは周知のと
おりです。そして活用するにとどまらず、いずれ人間の知
能を越え、現在ある仕事の大半が AI に代替されるだろう
との観測も出されています。そのような、便利でもあり、
同時に脅威も感じざるを得ない AI の進化は大学教育にお
いても無縁ではありません。AI は人間をはるかに凌駕す
る記憶力と作業スピード、半永久的な作業時間を備え、特
にビッグデータの分析を得意としています。大学では、例
えば、単位僅少・退学の危険がある学生の傾向を割り出し
て予めアプローチすることも試みられています。一方で意
味の把握、批判的検討、創造、共感といった認知・思考は
未だできないとも言われています。しかしながら、技術の
発達により今後そのような面もカバーされてくるかもしれ
ません。AI を教育にどう活用するか、そしてAI 時代に生
きる素養を持った人間をどう育てるか、という議論がトレ
ンドとなっています。
　次に、「トランジション」とは「高大接続」「大社接続」
とも言われ、高校生から大学生、そして社会人への移行を
いかにスムーズにするか、そのために高校の教育と大学教
育はどのように変わっていくべきなのか、ということに焦
点を当てています。大学入試改革、アクティブラーニング
型授業、初年次教育、入学前教育、キャリア教育、リーダー
シップ教育など、「次の段階」を意識した教育活動が行わ
れているのもその流れを示していると言えます。このよう

に見ると、トランジションとは近年の大学教育改革に伴う
様々な変化、試みを包含するものと考えることもできます。
大学が高校、社会と断絶せず、一連のつながりのもとで学
生が成長できるようにするためには何をどう変えていくべ
きなのか、といった広い領域を含む考え方と言えるでしょ
う。
　AI とトランジション、この ２ つのワードは別個に存在
するものではないと考えられます。つまり、大学教育にお
ける AI とトランジションは、どちらも同じような課題を
内包していると言えます。それは、「関与（エンゲージメ
ント）」というものです。これは2019年 ３ 月の大学教育研
究フォーラム（京都大学）で同大学の山田剛史准教授が使っ
ていた言葉ですが、教師は学生の学びにどこまでどのよう
に関与するのか、人間的成長のために必要な関与とは何か、
について明らかにしようとするものです。また、学生が自
分自身の人生や学びにどの程度積極的に関与できるか、と
いうことも含みます。AI にしてもトランジションにして
も、機械は人の成長にどう関与できるのか、高校生から大
学生、そして社会人への移行のために必要な教職員の関与
とは何か、学生が自分の学び・仕事・人生により積極的に
関与するようになるにはどうすればいいのか、というよう
に「関与（エンゲージメント）」を共通する課題として持っ
ていると言えます。
　これは難しい問題です。哲学者のカントは著作の中で、
教育者がいないと成年状態の人間になることができない一
方、教育者がいると人間は未成年状態を脱することができ
ない、と言っています。つまり教育者の関与は人間の成長
に必要不可欠であると同時に、それによって成長が妨げら
れてしまうこともあるということです。山田准教授も、過
度な関与は受動性や依存の助長につながり、逆に低すぎる
関与は学びが浅くなりかねないと言っていました。大学教
職員は学生にどう関与していくのか、機械の関与は人の成
長につながるのか、学生はどのような関与によってどう変
わっていくのか、予想したいわけではありませんが、AI
とトランジションの先には、この「関与（エンゲージメン
ト）」が解決するべき課題として浮上するのではないか、
という気がします。

大学教育の潮流

学習アドバイザー　松村 一徳

AI とトランジションの先
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　近年の大学教育の潮流であるトランジションについて、
学習支援センターでは「高校から大学へ」のトランジショ
ンに関する業務を担っています。その業務は、入学前と入
学後に大別できます。まず入学前では、「入学準備学習プ
ログラム」があります。主に ９ 月から11月の入試で合格が
決まった入学予定者に対して、自宅で取り組む「通信・課
題学習」と本学で行う「キャンパス学習」を実施し、本学
入学までの期間における学習の継続をねらいとしていま
す。学習を計画的に持続できているかどうかを把握するた
めに、 ２ 年度前に通信・課題学習に関する「ふりかえり
シート」を導入し、入学予定者に提出を求めています。提
出された約600枚のふりかえりシートは、学習アドバイザー
が １ 枚 １ 枚に目を通し（これが計 ３ 回あります）、望まし
い学習態度や学習手法で取り組めている場合は褒めの記載
を、反対に修正すべき場合はアドバイスを、このご時世に
あって手書きで行い、返送しています。当然、多大な労力
が割かれますが、 ２ 回目、 ３ 回目の提出になるに従って、
学習態度の改善がうかがえる内容のふりかえりシートが増
えていきます。ただ、近年になって、このように学生に「手
をかける」ことが増えてきたように思います。このふりか
えりシートしかり、入学後の面談（詳細は LSC ニューズ
レター No.24 および No.25 をご参照ください）しかり、少
し前までは必要なかった支援です。それぞれの導入経緯は、
ふりかえりシートは通信・課題学習の内容を毎年度ほぼ変
更していないのに、全学的に年々得点が下がっていること
でしたし、入学後の面談はキャンパス学習の無連絡欠席の
増加、不誠実な取り組み態度がうかがわれる通信・課題学
習の提出の増加でした。前項にある「関与（エンゲージメ
ント）」の観点から言えば、この ２ つの取り組みは「過度」
であるかもしれません。これら ２ つの取り組みを受けた学
生が、 ４ 年間でどのような成長を遂げたのかを見定めなが
ら、今後、検証していきたいと考えています。
　入学前の「トランジション」に関する取り組みとして、
今年度、新たな試みが始まります。それは、広島修道大学
ひろしま協創高校との連携授業です。ひろしま協創高校は、
「地球的な視野で考えて地域社会と協創する人材『グロー
カル・イノベーション・リーダー』を育む」ことを目指し
て教育を行っています。そしてそのような人材の育成のた
めに、「 ４ つの力（探究型学力・社会参画する力・協創す
る力・自己実現する力）」の定着と「つながる」経験で世
界を広げることを推進しています。この学習は、本学とコ

ラボレーションして進められます（ http://www.shudo-u.
ac.jp/fuzoku/intro/education.html 参照）。この ４ つの力
の １ つである探究型学力の向上のために、同校では「探究
科」という授業を展開しています。この授業の講義依頼を
受け、９ 月に ２ 回、同校を訪問し授業を行う予定です。今後、
学習支援センターのみならず、様々なセンターや学部・学
科、教職員との連携が図られると思います。このようなク
ロスキャンパスプログラムを経て『グローカル・イノベー
ション・リーダー』となった高校 ３ 年生が、本学に多く入
学し、各学部・学科のリーダー的存在として、本学での学
びを牽引してくれるとすれば、非常に素晴らしい「トラン
ジション」の取り組みと言えるでしょう。今から ３ 年後が
楽しみです。
　入学後の「トランジション」に関する取り組みとしては、
「修大基礎講座」があります。この科目は、高校での学び
と大学での学びの違いを知り、大学での学びに必要な基礎
的なスタディスキルを身につけ、大学での学びへのスムー
ズな移行をねらいとしています。この授業に関しては、多
くの教職員のお力添えをいただいて実施に至っておりま
す。今年度も、大きな混乱もなく無事に全ての授業を終え
ることができました。この場をお借りして、ご尽力いただ
いた全ての方々に深くお礼申し上げます。誠にありがとう
ございました。
　この修大基礎講座ですが、部局担当授業においては「全
学統一内容」が原則であるため、学習内容のレベル設定に
毎年、苦慮しています。学部・学科の特色や偏差値に表さ
れるような学生の学習レベルに合わせて、多少のカスタマ
イズは行っていますが、受講生を対象とした授業アンケー
トには「とてもタメになりました」だけではなく「全く必
要なかったです（すでに知っている、すでにできている）」
という記載もあります。前者の声に関しては、適切な「関
与（エンゲージメント）」であり、後者の声に関しては過
度な、もしくは不必要な「関与（エンゲージメント）」と
いうことになるのでしょう。約１,500名の新入生全てにとっ
て適切な「関与（エンゲージメント）」という解を見出す
のは不可能かもしれません。しかし、より良い修大基礎講
座のあり方・授業内容について、今後も検証は続けます。
　学習支援センターが担う「トランジション」、適切な「関
与（エンゲージメント）」をキーワードに今後も検討して
いきたいと思います。

学習支援センター長　森河 亮

学習支援センターにおけるトランジションの試み
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キャッシュレス社会、
日本のお金の未来像は？

学習アドバイザー　松村 一徳
　5月29日（水）４限、第67回 LSC ドキュメンタリーアワー
を開催しました。今回は経済科学部の劉亜静先生に、
「キャッシュレス時代、日本のお金の未来像は？」という
テーマで、キャッシュレス化に伴う日本の金融の変化につ
いて解説していただきました。
　まず、劉先生からキャッシュレス決済について解説があ
りました。中国や韓国ではキャッシュレス決済が広まり、
むしろ現金派が少なくなっているのに対し、日本はキャッ
シュレス決済の普及が遅れている現状が説明されました。
次に、日本の若者にキャッシュレス決済がどの程度広がっ
ているかを追った映像を視聴しました。日本では現金を使
う若者がまだ多く、慣れていないためかキャッシュレス決
済で100万円ほどをあっという間に使ってしまったという
声に参加者は驚いていました。
　映像視聴後、キャッシュレス決済のメリットとデメリッ
トは何かについて全員で話し合いました。
「ポイントやキャッシュバックなどの特典がつく」
「日本ではキャッシュレス決済のアプリが多すぎて不便」
「現金を狙った犯罪が減る」
「個人情報流出やマネーロンダリングなどの犯罪が増える」
「手数料が省ければ、物が安くなる」
「店に直接、即日利益が入らない時がある」
「テクノロジーの知識が無い人は取り残される」
　参加者から丁寧に意見を引き出し真摯に答える劉先生
と、日本社会の将来について真剣に考えようとする参加者
の姿が印象的でした。
　終了後、「様々なお金のことに興味を持てた」、「他の出
席者の意見を聞いて新しい発見ができた」、「様々な意見が
聞けて良かった」、などの感想が寄せられました。
　他者の意見を聞けることについて参加者から毎回肯定的
な反応が寄せられるドキュメンタリーアワーですが、担当

された劉先生にはどのような利点があったのでしょうか。
劉先生にまなびコモンズでお話をうかがう機会がありまし
た。そのインタビューの一部を掲載します。

松：研究者としての先生にとって、今回の企画はメリット
がありましたか。

劉：もちろんあります。私が研究しているキャッシュレス
に関して、日本でそれを実施することになる若い世代
が、実際に使ってみたらどのようなことが起きるか、
という生の声を聞くことができました。特にメリット
とデメリットについては、スマートフォンを一番使っ
ている若い世代の声として非常に参考になりました
し、研究のヒントをもらえました。

松：生の声が聞けるというのは重要なことですね。
劉：中国のことわざに、「教える」と「学ぶ」はお互いに

成長する効果をもたらすというものがあります。「教
学相長」といいます。普段の授業でも同じですが、一
方的ではなく、学生の反応、声を聞きながら授業をす
ると、いろいろ勉強になります。今回のように生の声
があると、次はこのようなことを調べてみよう、と自
分自身が気づくこともあります。研究でも教育でも、
声を聞きながら柔軟にやれば、お互いの成長に良いの
ではないかと思います。

松：先生は、普段の授業でも学生から声を引き出して授業
をされているのですか。

劉：はい。やっていますが、それほど多くはないです。普
段の講義は内容も多いので、今回のように、自由に一
つのトピックに対してみんなで議論できるような時間
はないですね。逆に、皆で自由に議論ができる今回の
企画はありがたい存在でした。

　自由に語れる空間が教学相長につながる、という劉先生
の提言は説得力がありました。今後もドキュメンタリーア
ワーは、参加者と登壇者が自由に語り、お互いに成長でき
る空間を創出していきます。

第67回 LSCドキュメンタリーアワー報告
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学習支援センターでは、大学教育、初年次教育、アクティブラーニングや授業手法などに関する図書を収集しています。
貸出もおこなっていますので、気軽に学習支援センター（協創館 １ 階）までお問い合わせください。

　日本における英語ディ
ベート教育は、しばしば理
不尽な誹謗中傷にさらされ
てきました。古くはオウム
真理教外報部長の上祐史浩
氏が、英語ディベート経験
者であったことから、ディ
ベートをすると屁理屈をこ
ねるようになるとレッテル
を貼られたり、今でも「西
洋かぶれした学生たちの
『お遊び』（p. 51）」であっ

たり、「ディベート精神により自己主張ばかりが強まり、
相手の視点への配慮が失われ（p. 55）」たり、ディベー
トを行うと何か邪な人間になるような書きぶりにうんざ
りすることが多々あります。内田樹のような著名人でも
ディベートを「二つのチームに分けて賛成・反対で議論
し合うなんてナンセンス（p. 53）」だと決めつけています。
　このような言説にその都度、抗えればよいのですが、
批判にすらなっていない「自己主張」の羅列に慣れてし
まい、私の場合は、散見しても見過ごすことが多くなっ
てしまいました。しかし、著者はそれらの暴論に対し、
丁寧に反論を加えている点に、英語ディベート教育に向
き合おうとする真摯な姿勢がうかがえました。
　本書の意図は、英語ディベートをグローバル人材育成
に用いようとする試みにあります。「グローバル人材」
を「地球的課題を話し合う場（地球的対話の場）に参加
して建設的な貢献ができる人（p. iii）」と定義づけ、そ
のためにディベートを実践し、議論を重ねることで「良
き市民」を育成するべきだと主張します。第I部では、
この「グローバル人材」と「英語ディベート」の概念的
な議論を精査し、第II部では、アクション・リサーチの
手法をとり、自らの授業で行った英語ディベートの授業
を分析する構成となっています。
　見どころはやはり第I部の概念的な議論で、ディベー
ト批判に真っ向から反論している点です。アメリカの議
論学の教科書に書かれている「議論は人間の象徴的な活

動の一つである」（Hollihan & Baaske, Arguments and 
Arguing, 2005）のような基本的な価値観を共有し、「ディ
ベートは相手を論破することが目的ではない（p. 53）」
や、「本当に教養ある人とは、批判的に考える人である。
…情報を見つけ出し、それを厳しく検証し、複雑な問題
に対する独創的な解決策をできるだけ幅広く検討する
（p. 61）」など議論学者の文献から多く引き、自説に援
用していることが特徴的です。
　また、本書にあるディベートはシティズンシップの素
養を高めるかどうかの問題提起にも考えさせられました。
著者は、「他者との応答を教育に導入する方法（p. 57）」
がディベートであると主張していますが、この他者との
応答はディベートを行う側だけではなく、むしろ議論を
聴く側においてもっとも求められる力ではないでしょう
か。つまり、主張をする側だけが民主主義を深化させる
のではなく、彼らの議論を傾聴した多くの聴衆たちがど
のように受け止め、評価するか、そこを成長させること
が、民主主義の成熟につながるのだと思います。
　加えて、もう一つの問題提起であるアカウンタビリ
ティ（説明責任）は、理由が付与された論理的説明によっ
て高まることが説明されています。この点について、議
論の倫理性はどう保証されるのかも、同時に考えなくて
はならない課題です。つまり、ディベートが上達すると、
いかようにも理由付けができ、それをまことしやかに語
ることができるようになります。地下鉄サリン事件の当
時、ワイドショーで、上祐氏が同じような質問を繰り返
す記者たちに、メモを取りながら強弁したように、アカ
ウンタブルである人間が常に倫理的・民主的であるとは
限りません。良き市民であるための思慮深さは、ディベー
トによってどのように培われるのか。我々はそういった
主張に対し、対抗できることばを持つことができるのか。
ディベート教育に携わるものたちが常に自省しなくては
ならない根源的な問いです。
　ディベートについて書かれた本は数多いですが、本書
のような研究に裏打ちされた英語ディベートの本は数え
るほどしかありません。これから英語ディベートに取り
組もうと考えている方々に是非読んでほしい一冊です。

LSC資料紹介≫

≫『グローバル人材育成のための英語ディベート』

学習アドバイザー　是澤 克哉

三上 貴教著（2019）／溪水社
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＜学び★サプリ＞

　稀にですが、短編小説を書くことがあります。作家に
なれるほどの文才があればなあと感じることはよくあり
ますが、頭を空っぽにして自分の世界に入り込むのは、
ある種の心地よさがあります。中国新聞社が毎年募集し
ている「中国短編文学賞」に ３回応募していますが、う
ち １回は二次審査まで進んだそうです。そうです、とい
うのは聞いた話なので自分では確認していないというこ
とです。
　創作の時、自分は何を考えているのかふり返ってみる
と、「無」であるという結論に達しました。二次審査ま
で進んだ作品は、車を運転している時にひらめきました。
別の作品は風呂で頭を洗っている時、また別の作品は
酔っぱらって歩きながら家に帰っている時でした。頭が
無のまま運転するのはいかがなものかと思いますが、私
の場合、特に何も考えていない時に着想を得ることが多
いようです。執筆している時も、頭の中で言葉を考えて
いるわけではなく、ストーリーが自動的に流れていて、
それを手が勝手に言葉にしている、ような感覚です。逆
に、何か創作しようと必死に考え、プロットをまとめて
いざ執筆しようとしても、途端に言葉を紡ぐことができ

なくなります。人それぞれ創作のスタイルはあるでしょ
うが、私の場合は「無」であることが性に合っているの
でしょう。
　棋士の羽生善治九段は、対局中の昼食休憩ではいつも
近くのレストランで、いつも同じ席につき、いつもミッ
クスサンドを注文し、何も考えずひたすら食べるという
様子をテレビで見たことがあります。また、「ひらめき」
の正体を特集していた番組でも、ひらめくときの脳の状
態と、ただ「ぼー」っとしている時の脳の状態は極めて
近いと説明していました。となると、私が車を運転して
いる時に作品の着想を得るのは意外に理にかなっている
ことなのではないか、と思えてきます。しかし、スマホ
でゲームをしている時やニュースを見ている時に一度も
ひらめいたことはありません。この関係性は興味深くも
あります。
　現代では学生も社会人も考えることが強烈に求められ
ることが多いものです。論理的に何かを組み立てる時は
必死に考える必要がありますが、何も考えない空白の時
間をつくることも、考えるためには合理的なのかもしれ
ません。

2019 Vol.15 学習アドバイザー　松村 一徳何も考えない

＜学び★サプリ＞は学習支援センター掲示板で読むことができます。

学習支援センター　津原 有美子
　2017年度に英語担当教員、図書館、学習支援センターの
三者協働で始めた「英語多読マラソン」は ３ 年目を迎えま
した。昨年度から実施方法をスタンプラリー形式に変更し、
期間を定めず、気長に取り組んでもらえるようにしました。
目標語数はそれまで同様、フルマラソンに因んだ421,950
語です。
　421,950語をマラソンの道のりに置き換えたコースマッ
プがまなびコモンズに掲示されており、参加する学生（ラ
ンナー）はマグネットに自分のキャラクターシールを貼っ
たコマで読了した語数分、マスを進めていきます。
　2019年 ６ 月現在、44名が取り組む中、 ２ 人目の完走者が
現れたので、インタビューさせてもらいました。（ １ 人目
は昨年度100万語を達成した田中彩季さん。）
　今回、ゴールしたのは人文学部英語英文学科 ３ 年の沖原
万柚子さん。元々の読書好きも相まって、短い期間で規定
の421,950語を読破した沖原さんは、多読を勉強法と捉え

るのではなくゲーム感覚で楽しみながら取り組み、「思っ
ていたより簡単にゴールできた」というのですが、 ２ 年次
秋の留学からの帰国直後よりも早く文章の内容が掴め、読
むスピードが上がったと実感しているそうです。
　さらに、図書館や学習支援センターの職員が掛ける言葉
や対応時の雰囲気によって強くモチベートされたとのこ
と。教員だけでなく、我々スタッフの関わり方が継続の要
素の一つになり得ることも改めて示してくれました。
　沖原さんはこれからも多読を続け、語数をできるだけ増
やしていきたいと意気込んでいます。「多読マラソンは、
コースマップが掲示されていることで他の参加者の様子
もわかり、楽し
く取り組めるの
で、もっと多く
の学生に参加し
てもらいたい。」
と勧めてくれま
した。沖原さん
の二度目のゴー
ルが楽しみです。

英語多読マラソン報告

2019年 7 月31日
広島修道大学学習支援センター
〒731-3195 広島市安佐南区大塚東1-1-1　TEL.（082）830-1426
E-mail  skill@js.shudo-u.ac.jp
◎LSC NEWS LETTER はホームページでもご覧になれます。
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